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国内における近年の著しい高温と熱帯夜の発現状況
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【はじめ に】　日本で は 1994 年の 夏に記録的な

高温 にな っ て以降， 盛夏期に著 しい高温が多発

する よ うに な っ た。 これ に つ れて 都市ヒ
ー トア

イ ラ ン ドに対する社会的関心が高まっ て い るが ，

高温の 発現状 況の把握 は案外遅れて い る 。 そ こ

で
，

1994 〜 2002年の アメダス 10分値と 1979
〜 2002 年の ア メダス 1時間値 を使 っ て，昼夜の

著しい 高温の地域特性と経年変化を調 べ た 。

【著しい高温の分布】　第 1 図は最高気温 （以下

Tm。、） 38℃ 以上 の 日数の分布を示す 。日数が多

い 地点 は関東 ・東海・近畿の
“

3 大都市圏
”

に偏

っ てい る 。 ただ し都市圏 と言っ て も内陸域が 中

心で あ り，東京 ・大阪の 都心では著しい高温は比

較的少ない 。 年間最高気温の分布におい て も，3

大都市圏の 内陸域で 高い 値が 目立っ （図は省略）。

こ の 分布は，真夏日 （T． 。 。 ≧ 30 ℃）が西 日本を

中心と して広範囲に現れ るの とは対照的で ある 。

　熱帯夜 （最低気温 ； T” in ≧ 25 ℃）は関東以西

の沿岸と都市で多い 。また
，
Tmin≧ 28℃ とい う

著しい 夜間高温は
，

日本海沿岸と大都市 （大阪

東京な ど）を中心 に して現れる （図は省略）。

【経年変化】　第 2 図は Tmaxの年間上位 10 位

まで の 値の 経年 変化 率を示す 。 関東〜九州で は

広範囲に 1 〜 2 ℃／（20 年） の 上昇が見 られる

（図の範囲外だが，北海道 では逆に低下傾向）。

　第3 図は
，
Tm 。 x （地点ごとに年間上位 10位まで）

と当日 21 時の 850hPa 気温 （ゾンデデータを内

挿したもの ，以下 蝿 SO），
および Tmax− 7諭 の経年

変化を関東 と九州に つ いて示す。関東では Tm。x

も ％5。 も上 昇して いるが，上昇率は Tmaxの ほ う

が 大き く
，
Tma。 一　nso に 1 ℃／（20 年）弱の 上 昇

が認め られ る。九州 で は ％ 50 の 上昇は小 さ く，

Tm 。 。 と Tn　
。 。
一　nSO の 上 昇率がほ ぼ同 じで ある。

【ま とめと議論】　近年の著 し い高温 は関東 ・東

海 ・近畿の 3 大都市圏で 多く発現して い る。昼

間の 高温 は内陸域 ， 夜間の 高温 は都心部が 中心

で ある。 ヒ
ー トア イ ラ ン ドに 関す る過去 の 研究

結果か ら見て ， ヒ
ー トアイ ラ ン ドが高温 を増幅

する
一

因にな っ て い る可能性は否定で きな い。

　一方，最近 20 年間の 高温化傾向は東 〜 西 日本

の 広域に及ぶ も の で
， 都市化よ りもバ ッ クグラ

ウ ン ドの 高温化 によ る と こ ろが大き い 。この変

化には境界層内の昇温 （Tmax− ％so の上昇） も関

わ っ て お り，今後その 特性の確認が課題で ある。
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第 1 図　最高気温 （Tnax） 38 ℃ 以上 の発現日数

　（1年あた り）。 ○の 直径の対数が 日数に比例す

　 るよ うに描い て ある 。 ＋ は発現な し。
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第 2 図　地点ごとに毎年上位 10 位まで の最高

　気温をと り，経年変化率を求めた もの （1979 〜

　2002 年の 線形 トレン ド）。 ○●の面積が上昇・

　下降率に比例する ように描い て ある 。 ○は上

　昇
，
●は下降

，
＋ は変化率 0．5 ℃／（20 年）未満 。
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第 3 図 　銑 。x ， ％ 5。 および Tn 。。
一％ 5D の 経年変

　化。関東 ・九州そ れぞれの 平均 。 Tm 。x は左側

　の 目盛 り，％ 。
・o と Tnax一鬼 so は右側の 目盛 り。

一 483 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


